
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 

実施体制 

⑥ 

具体的事業 
⑥ 

具体的事業 
⑥ 

具体的事業 
⑥ 

具体的事業 

⑤ 

 基本方針 

④ 

将来像又は目標 

③ 

現状把握と課題 

② 

 計画期間 

（概ね５年間） 

① 

策定の背景と 

目的 

《表紙》 

 

◯◯町会連合会 

コミュニティ 

活性化プラン 

③・④について 

地域住民が地域の現状、課題を

把握し、課題解決に向けて、住民

同士が話し合い、地域が目指す将

来像又は目標を設定する。 

（参考例） 

現状 地域の特徴、資源、世帯 

数などを記載 

課題 ◆コミュニティの希薄化 

   ◆・・・・・・・・・・ 

   ◆・・・・・・・・・・ 

将来像 

 ◆人と人との絆を育むまち 

 ◆・・・・・・・・・・・ 

 ◆・・・・・・・・・・・ 

⑤について 

将来像又は目標の実現に向けて、取組の

方針をたてる。取組の方針に沿って、地域

で実施する具体的な取組内容を記載する。 

 

（参考例） 

基本方針１ 地域住民の交流の場づくり 

基本方針２ ・・・・・・・・・・・・ 

基本方針３ ・・・・・・・・・・・・ 

 

⑥について 

取組の方針に沿って、地域で実施する具

体的な取組内容を記載する。 

 

（参考例） 

基本方針１ 地域住民の交流の場づくり 

 ◆まちづくりサロンの開催 

 ◆・・・・・・・・・・・ 

 ◆・・・・・・・・・・・ 

⑦について 

 実施体制を記載 

（町会、公民館などの各地域団体

による連携体制など） 

コミュニティ活性化プランのイメージ（参考） 

プラン作成に向けての取組方法（例） 

住民同士の勉強会の開催、専門家等を招いた講演会の開催、

住民アンケート調査の実施、ワークショップの開催、 

コンサルタント業者への委託、作成したプランの印刷など 


